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講 演 プ ロ グ ラ ム

10月 14日 (月)

13:00～ 13:30 総   会

〔シンポジウム〕 13:30～15i15

「線虫学とその周辺を考える 一 線虫学のこれからの発展― 」

(座長 石 橋信義 ・真宮靖治)

13:30 Sl皆 川 望 (農研センター):農 業線虫問題の概観とこれからの線虫研究

14:00S2二 井一禎 (京大農):環 境問題から見た線虫類 (マツノザイセンチュウ

を例として)

14i30S3口 伏 洋 (NEC基 礎研):G冴 宅βヵsにおける発癌プロモータの作用

機構解析

15:00  総 合討論

(休憩 1,15～ 15:30)

〔一般講演〕15:30～17:42

(座長 百 田洋二)

15:30101 立 石 靖 (九州農試):ネ ヨブセンチュウ抵抗性程度の異なるサツマ

イモ品極におけるPas″″ガβ〃あ仰η″sの増殖性

15:42102上 回康郎 (茨城農研)。 サ|1田弘志 。田中健一
(榊ネマテック):ト マ

ト連作団場における乃sr224ガα〃?″Cr/47″Sによるサツマイモネコブセン

チュウ抑怖J効果

15:54103渡 辺俊之助 (アグロ ・カネショウ)。 /J林ヽ義明 ・小野盾男 ・横山雅機

(静岡農試):バ スアミド微粒剤の機械施用技術 (統報)

(座長 佐 野善一)

16:06104阿 部 卓 。柿崎一恵 (MOA自 然農法連合):自 然腱法におけるイチ
ゴのPra伊ル″筋″SW筋 をどsに よる被害発生とマ リーゴール ド導入の試み

(第2報 )

16:18105串 田篤彦 ・植口健人 ・百田洋二 (北海道腱試):ダ イズシス トセンチ

ュウ防除技術としてのアカクローバの問作

16:30106松 尾和之 。山本泰由 ・辻 博 之 ・臼木一英 (農研セ):乾 燥牛炎施用

時期と大豆縮祉)明の差異が跡地のダイズシス トセンチュウのシス ト

密度に及ぼす影響
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(座長 済 原友也)

10:12207岩 堀英品 ・神崎菜摘 ・泉井 桂 _・三井一禎 (京大農):PCR‐ RFLP

を用いたマツ材線虫病に関わる β″rsaphc′切c77"s属線虫の極岡あるい

は柾内アイソレイ トの比較

10:24208神 崎莱摘 ・二井一禎 (京大腱):マ ツ材線虫病潜在感染木の野外調査

10i36 209 Ho YulChoo,Hycong H、va1l Kim and Hartt K.Kaya:Effccts of Pcsticidcs

on thc】即 ″竹r″7な2材ゑ名a MCnnithid Parasitc ofBro、vn Pialitlloppcr

(座長 小 倉信夫)

10i48210岡 田治明 (束北農試):魚 別研れ!ねsp.の寄生によるハムシリ,虫の発育

JR_常と死亡

11:00211 猪 木寛子 。後藤哲雄 (茨城大農)・ 山中聡 ・田辺博司 。武内克義 (側
エス ・ディー ・エス バィォテ ック):昆 虫病原性線虫の基礎殺虫活

性に関する研究

11:12212王 小冬 ・近藤栄造 ・石橋信義 (佐賀大農):宿 主昆虫死体からの出現

時期を異にする昆虫病原性線虫Srθデ″脅切?。cβ?Oqが β2の感染性

(座長 近 藤栄進)

11:24213武 内充義 ,田辺博司 ・山申聡 。木下正次 (隅エス ・ディー ・エス ノミ

イオテ ック):バ イオセーフ早WDG製 剤の保存安定性及び団場に

おける防除効果について

11:36214田 辺博司 ・山中聡 。武内克義 (側エス・ディー ・エス バィオテ ック)・

森克彦 (日植防牛久):Sg′ 郊タガ の畑上壌における生残性 と移動性

1li48 215吉 田睦浩 (農環研):北 海道のSrcr″θttθttβ属昆虫病原性線虫相につい

て

13:00～17:00エ クスカーション

13:00 つ くば研究支援センター 発

霞ヶ浦経由、行方郡麻生町若、廿しょ選果場及び周辺の廿しょ圃場

(現地見学、線虫による被害や防除対策の説明など)

17:00 」 R常 磐線 上浦駅束回

17:20 つ くばセンターバスター ミナル

17:30 つ くば研究支援センター 解 散
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